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■天然変性タンパク質複合体：天然変性タンパク質 TLS は、長鎖非翻訳 RNA (lncRNA)であるテ

ロメア繰返し RNA (TERRA)及びテロメア DNAと直接結合することで、テロメア長の制御に関わるヒス

トン修飾酵素をリクルートする。我々は TLS の C端ドメイン(RGG3)について安定同位体標識を施した断

片化タンパク質を作製し、非標識核酸との二者複合体を調製した。そして、NMRによる相互作用解析を

行った。前年度行った RGG3-TERRA-テロメア DNA 三者複合体に関する NMR 相互作用解析の結果との

比較を行い、TLS と核酸との結合部位に関する詳細な情報を得た。 

 

■バイオマス：木材から有用化合物を得るためには、木材の主成分のうちリグニンとヘミセルロース

を効率良く分解する方法の確立が必要である。木材の分解を妨げる要因としては、強固なリグニンと糖

のみならず、それらを連結する結合構造(Lignin Carbohydrate Complex: LCC)が挙げられる。現在 LCCと

しては、αエーテル型、γエステル型、フェニルグリコシド型などが知られている。しかし実際の木質バ

イオマスにおいて、直接観測したという例は多くない。今年度も前年度同様、ブナの試料に対して NMR

解析を行った。前回、αエーテル型について結合を介した 1H,13C HMBCスペクトルを得ることに成功し

ていたが、今回はさらに三次元 13C-edited HSQC-TOCSY スペクトルを得ることにより LCCに

関わる糖の水素及び炭素原子の化学シフト値を得ることに成功した。 
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